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■工　事　名　称／Landport横浜福浦新築工事
■建　設　地／横浜市金沢区福浦３丁目番２号ほか
■建　築　主／野村不動産株式会社、総合地所株式会社
■設計・監理／株式会社錢高組一級建築士事務所
■施　　　工／株式会社錢高組東京支社
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡

■延べ床面積／，．㎡
■構　　　造／Ｓ造（ブレース構造）
■階　　　数／地上２階
■主　要　用　途／倉庫
■工　　　期／年７月１日～年９月日

※写真提供／錢高組

２階南側　カフェテリア オフィスフロア

南側エントランス 北側エントランス

完成

トラックバース

倉庫内部

　年７月に建築工事着手し、総合地所様との共同開発物件として開
発を進めてまいりました「Landport横浜福浦」が、この度無事に竣工
を迎えることができました。
　Landport横浜福浦は野村不動産が開発するマルチテナント向け高機
能物流施設で、本施設はシリーズ棟目の開発となります。
　同物件では、「梁下有効高最大．ｍ」「床荷重．ｔ／㎡」とマルチ
型物件では珍しいスペックを採用し、「荷物の高積みによる保管効率の
向上」「自動化機器の導入による省人化・効率化」といったニーズに対
応しています。
　横浜港周辺の物流倉庫では、梁下が高い倉庫が数多くあります。その
ため、荷物の高積みによる保管面積の有効活用ニーズがあると予測し、同
物件ではそのような保管ニーズに応えられる施設設計といたしました。
例えば、ネステナーの高積みやパレットラックの利用により、倉庫上部
の有効活用によって保管効率が向上するため、保管経費削減に寄与でき
ると考えております。

　また、自動倉庫を導入する場合にマルチ物件の標準的なスペックであ
る．ｍではコストメリットが出にくいと判断いたしました。．ｍの区
画を作るとともに、あらかじめ容積率を余らせた設計にすることで、自
動倉庫導入時のコストメリットが出やすい仕様とし、自動化機器の導入
による「省人化・効率化」ニーズにも対応可能な施設設計といたしまし
た。
　床荷重に関しては、全階．ｔ／㎡の設計となっており、．ｔフォー
クリフトの使用にも対応しています。横浜港を経由して輸出入される金
属や食品の原材料系の荷物、神奈川南部に立地する自動車工場に入出荷
される荷物が多いことから、床荷重を．ｔ／㎡に設計することで、こ
うした重量物保管のニーズに対応可能な施設設計といたしました。
　年～年の５年間で神奈川湾岸エリアでは、約．万坪の供給
がございますが、そのうち「全階が床荷重．ｔ／㎡に対応した物件」
は本物件のみでございます。加えて、金沢シーサイドライン「市大医学
部駅」から徒歩５分と交通利便性と雇用面でも優れた環境です。そのよ
うなエリアでの大型物件の供給は希少であると考えております。　他に
も、カフェテリア、エントランスを２カ所、それぞれテーマの異なる内
装デザインで提供し、庫内の従業員様のための快適な空間作りに配慮し
ています。
　最後に、幾度となく協議を重ね、工期内完成へと導いて下さった錢高
組様へのご尽力に感謝申し上げます。

　本敷地は、「首都高速湾岸線」や「横浜横須賀道路」にアクセスしや
すい非常に利便性の高い場所に立地しています。
　本建物は、１階にトラックバースを有し、南北２分割とする事が可能
なマルチテナント型物流施設として計画しました。２層の倉庫エリア内
には荷物用エレベーター２基、垂直搬送機６基を設けて搬送効率を向上
し、効率的な物流業務に対応しています。
　構造は、１階梁下有効高さ．ｍ、２階は．ｍを確保し、１階倉庫空
間内をノンブレースとする事で、フレキシブルな作業空間と利便性の高
い大空間を構成、保管能力を向上しています。積載荷重は、各階．ｔ
／㎡とし、大容量の収蔵性能にも耐えられる計画にしました。汎用性と
拡張性を確保するため、ドックレベラー、荷物用エレベーター、垂直搬
送機は将来対応可能とした今後のテナントニーズにも対応できる計画で
す。また、スイッチバックの大型車両動線により、効率的な動線を確保
して敷地の有効活用にも配慮しました。

　建物外観は、「Landport」シリーズのデザインコンセプトをベース
としながら横浜市みなと色彩計画に即した色彩計画により、青い外壁色
を採用。隣接している東京湾の波打ち際をイメージした配色で、印象的
な外観デザインとするとともに、周囲の空や隣接する海等の周辺環境に
調和したデザインとしました。
　建物の顔となる南北のエントランスには、大開口のサッシを設けると
ともに、本実型枠によるＲＣの壁面により、均一な表情となりがちな物
流施設に変化を与えています。
　エントランスおよびカフェテリアは、建設地である金沢八景に着目。
南側は穏やかな海辺の風景から「波」をテーマに曲線を用いたデザイン、
北側は古くから人々や物が往来した交通網や漁港が近い事から「網目」
をテーマとした幾何学模様を用いたデザインとし、南北異なるテーマを
元に波及する物流の拠点を意図しました。
　設備面では、BCP対応として、防災備品庫を設け全館LED照明の採
用、屋上太陽光パネル設置といった環境対応も採用した上で、CASBEE
横浜Ａランク、BELS ５スター、ZEB Readyを取得しています。

株式会社錢高組　設計統轄部　意匠設計部　田村健一郎


